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第l回定例会のあらまし
平成8年第 1Iヨ定例会が、 2月21

日から3月18日までの27日閣の日程

で聞かれました。

この定例会では、平成8年度予算

や条例の制定なと、市長提出議案69

件を審議し、すべて綴案どおり可

決・ 同窓しました。

さらに、意見書6件、 決議2件、

諸積5件を審議したほか、各会派の

代表質疑が、7名の議員により行わ

れました。

なお、平成8年度予算案について

は、全議員で織成する予算審査特別

委員会を設置し、審査しました。

8年度予算は総額5，977億1，500万円に
可決した主な議案

，負、
予

算
、ー'

平
成
8
年
度
各
会
計
予
H
H

平
成
8
年
度
予
鈴
は
、
道
路

・
公
園

・
下
排

水
な
ど
の
生
活
関
連
筋
設
の
鐙
備
、
保
健
・

医

療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
ソ
フ
ト
笛
の
絡
策
充

実
‘
防
災
対
策
の
充
実

・
強
化
、
中
小
企
業
金

融
支
媛
祭
な
ど
地
滋
経
済
の
活
性
化
、
刷
出
域
に

密
議
し
た
区
行
政
の
推
進
な
ど
を
図
る
た
め
、

前
年
度
と
比
駁
し
て
ω
%
沼
の
総
額
五
平
九
百

七
十
七
億

一
千
五
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、

一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
と
比
較

し
て
ロ
%
焔
の
三
千
二
百
五
十
八
億
二
千
万
円

に
、
特
別
会
計

(企
業
会
計
を
含
む
同
会
計
)

は
、
引
%
減
の
二
千
七
百
十
八
億
九
千
五
百
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
7
年
度

一
総
会
計
補
正
予
算

耐
震
性
貯
水
借
整
備
事
業
費
、
美
術
品
取
得

賞
、
国
道
整
備
に
か
か
る
図
直
轄
窃
業
負
担
金

な
ど
、

四
億
六
千
七
百
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
三

干
三
百
七
十
五
億
四
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
7
年
度
符
別
会
計
協
定
予
H
H

千
葉
市
都
市
計
画
土
地
区
窃
受
理
事
業
特
別

会
計
な
ど
7
窃
業
会
計
で
、
合
わ
せ
て
三
十
二

億
一
千
六
百
万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
二

千
七
百
七
十
億
六
千
七
百
万
円
に
な
り
ま
し
た。

《
条

倒、d

千
剖
串
巾
悶
伝
市
の
紙
燭
防
止
に
閲
す
る
ゑ
例
の
一

m
m
z

新
た
に
原
動
機
付
自
転
車
を
適
用
の
対
象
と

し、

自
転
車
な
ど
の
診
勤
、
保
管
に
か
か
る
箆

用
の
額
を
改
定
す
る
な
ど
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
す
・

田町

7
m一ω窓
似
の
降

m"の
刷
出向に
関
す
る
来
例
の
一
郎
法
定

医
療
貨
の
助
成
の
範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
、
条

例
の

一
部
を
改
正
し
ま
す
。

平
帯
構
市
内
剖
球
帽
岬
宮
内
児
血
協
は
手
当
支
民
治
例
認
の
一
郎副
日
正

身
体
綴
害
児
童
、
給
待
薄
弱
児
童
、
ね
た
き

り
老
人
、
痴
呆
性
老
人
、
心
身
障
害
者
の
縫
祉

手
当
の
額
を
二
百
十
円
引
き
上
げ
、
月
額

一
万

三
千
三
百
九
十
円
に
す
る
た
め
、
条
例
の
一
副
酬

を
改
正
し
ま
す
。

干
藻
市
湾
英
国
口
愈
給
与
条
例
の

一
部
改
正

湾
一
央
資
金
を
月
額

一
万
円
に
引
き
上
げ
る
な

ど
、
条
例
の
一
部
を
政
正
し
ま
す
。

干
葉
市
銀
市
田県
観
条
例
の
制
定

地
問
胤
の
特
性
を
い
か
し
た
都
市
須
銀
の
形
成

を
錐
進
し
、
安
全
で
快
適
な
都
市
環
焼
の
実
現

と
、
市
民
文
化
の
向
上
の
た
め
、
条
例
を
制
定

し
ま
す
。

千
葉
市
都
市
公
図
条
例
の

一
部
改
正

新
た
に
、
花
の
美
術
館
を
稲
毛
海
浜
公
園
内

に
設
け
る
な
ど
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

《
防
の
区
域
お
よ
び
名
称
の
変
更
》

土
気
町
、
小
食
土
町
、
大
縫
町
、
大
木
一戸
町、

高
津
一戸
町
、
小
山
町
、
板
倉
町
、
大
高
町
の
そ

れ
ぞ
れ

一
部
を
、
あ
す
み
が
丘

1
3
9
丁
目
「に

変
更
し
ま
す
。

〈千
葉
市
住
宅
供
給
公
社
の
設
立
に
つ
い
て
〉

住
宅
ニ
ー
ズ
の
多
綴
・
一
面一同
度
化
に
対
応
す
る

た
め
、
住
宅
供
鎗
公
社
を
設
立
し
ま
す
。

《土
地
の
取
得
V

仮
称
録
取
第
四
小
学
校
お
よ
び
第
五
小
学
校

の
用
地
と
し
て
、
千
葉
豪
雨
部
土
地
区
画
整
狸

事
業
地
内
の
土
地
を
、
2
附
似
合
わ
せ
て
五
十
八

億
六
百
万
円
で
取
得
し
ま
す
。

回
生
緑
地
の
用
地
と
し
て
、
稲
毛
区
割
生
町

の
土
地
を
十
五
億
六
千
百
万
円
で
、
ま
た
、
加
包

利
緑
地
の
用
地
と
し
て
、
一
石
案
区
加
曲
面
利
町
の

土
地
を
十
一
億
=
ま
!六
百
万
円
で
取
得
し
ま
す
。

《人
事
案
件
》

収
入
役
に
道
付
潔
氏
を
一
向
任
す
る
こ
と
に
同

窓
し
ま
し
た。
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3
月
8
自
に
問
か
れ
、
議
案
訂
件
、
議

開
5
件
、
陳
情
3
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
議
案
を
可
決
し
、
議
廠
・

陳
情
は
、
不
採
択
6
件
、
鍵
続
審
査
2
件

と
な
り
ま
し
た
。

総
務
損
害
民
会

{
所
管
"
総
務
局
‘
企
両
測
滋
問
、
財
政
日仰
な
ど
}

一
般
会
計
締
正
予
算
、
千
葉
市
市
税
条

例
の
一
部
改
正
な
と
議
案
5
伶
を
審
査
し
、

市
債
に
つ
い
て
、

7
年
度
末
の
総
H
M
高
と

市
民

1
人
あ
た
り
の
借
金
額
な
ど
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

民
生
教
官
同
委
員
会

(
所
管
"
市
民
問
、
制
批
問
、
教
育
後
員
会
}

千
葉
市
自
転
車
の
放
信
一
防
止
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
や
公
民
館
設
置
管
理
条

例
の

一
部
改
正
な
ど
、
議
案
陥
件
、
請
願

3
伶
、
陳
情
2
件
を
審
査
し
、
撤
去
自
転

車
の
保
管
場
所
と
保
管
台
獄
、
さ
ら
に
、

今
後
の
放
寵
白
紙
車
の
解
消
策
な
ど
に
つ

い
て
質
問
.
か
あ
り
ま
し
た
。

V
第
6
次
5
か
年
計
画
に
お
け
る
学
童
保

膏
事
業
の
鉱
充
の
異
体
化
に
関
す
る
誘

願

不
採
択

V
道
路
線
制
撤
回

(花
見
川
区
大
田
町
内
)

に
関
す
る
陳
情

不
同
部
択

V
学
童
保
育
の
改
蓄
を
求
め
る
陳
情

不
採
択

明期
演
消
防
受
由民
会

tm師
H"削
刷
出
掛
術
生
局
・
消
締
尚
‘
消
防
M

問
、
水
道
対
)

一
般
会
計
補
正
予
算
、
千
葉
市
水
道
給

水
条
例
の
一
部
改
正
な
と
、
議
案
9
件
、

請
願
2
件
を
審
蚕
し
、
水
道
料
金
の
政
令

市
と
の
比
絞
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
.

V
家
庭
粗
大
ご
み
の
有
料
化
を
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
議
額

不
採
択

V
市
営
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
し
な
い
こ

と
を
求
め
る
請
願

不
同
開
択

経
済
建
設
委
員
会

(
所
管
"
経
済
州
民
政
均
、
建
設
局
な
ど
)

千
葉
市
住
宅
供
給
公
社
の
設
立
な
ど
、
議

案
7
件
を
容
蓋
し
、
ハ
ム
祉
の
組
織
と
、
現

状
の
住
宅
管
理
体
制
と
の
比
鮫
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

鶴
市
下
水
-
委
員
会

(
所
管
"
郡
市
局
、
下
水
道
府
)

図
生
緑
地
の
用
地
取
得
な
ど
議
案
陥
件
、

際
情
1
件
を
審
査
し
、
今
回
の
用
地
取
得

と
既
存
の
市
民
の
森
と
の
関
係
や
、
用
地

取
得
の
状
況
と
地
縫
寄
と
の
関
係
な
ど
に

つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

V
仮
称
蘇
我
町
線
の
建
設
反
対
に
関
す
る

陳
情

不
採
択

務 ト

4 

1
月
お
自
に
聞
か
れ
、
適
正
処
理
困
難

物
お
よ
び
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
係
る

廃
棄
物
処
理
対
策
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
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委

員

長

副

委

員

長

第
一
分
科
会
主
歪

同

副

主

査

第
二
分
科
会
主
査

同

副

主

査

糸

B
谷
義
男

向

後

一

夫

納

元

政

幸

小
金
沢
常
幸

石

橋

毅

谷
口
多
恵

平
成
8
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
予
鋒
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、

3
月
1

自
に
、
会
議
員
で
編
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会

(
2分
科
会
〉
を
設
鐙
し
、
延
べ

9
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、

予
算
議
案
や
市
政
に
関
し
て
総
箔
質
問
が
、

9
人
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
月
間
M

自
の
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は
、
2
分
科
会
で
の
質
疑
や
窓
完
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
、
各
会
計
の
新
年
度
予

算
を
原
案
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

指
摘
要
望
事
項

次
の
m山
市
明
白
は
、
予
算
審
査
特
別
委

員
会
で
市
長
に
要
望
し
た
も
の
で
す
。

。
市
筒
に
つ
い
て
は
、
第
6
次
5
か
年
計
画

の
期
間
中
に
お
い
て
も
、
総
加
す
る
傾
向

に
あ
る
た
め
、
将
来
の
財
政
負
短
を
考
慮

し
た
、
適
正
な
活
用
に
努
め
る
こ
と
。

。
都
市
型

C
A
T
V
に
つ
い
て
は
、
高
度

情
報
化
社
会
に
向
け
た
情
報
纂
一
盤
と
し

て
積
梧
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
全

市
約
な
普
及
促
進
を
図
り
電
波
際
霊
園
解

消
の
一
助
と
す
る
こ
と
。

。
自
転
車
駐
車
問
崎
対
策
に
つ
い
て
は
、
駅

に
至
近
な
場
所
へ
の
径
倫
を
図
る
と
と

も
に
、
立
体
化
や
一
時
務
か
り
制
度
等

の
手
法
も
考
慮
し
、
放
鐙
自
転
車
の
一

婦
に
努
め
る
こ
と
。

。
再利湾問
m
工
傷
に
つ
い
て
は
、
輔
副
港
清
岡
畑

工
場
の
建
て
曾
え
が
急
務
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
用
地
の
退
定
問
題
を
早
急
に
解

決
し
、
早
期
建
設
に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
焼
却
灰
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ

ズ
マ
溶
融
等
を
捻
進
す
る
な
ど
資
源
化

に
努
め
る
こ
と
。

O
商
庖
街
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
空
き

庖
舗
対
策
や
近
代
化
窃
業
盟
主
サ
各
穫
飽
策

を
田
制
信
的
に
展
開
し
、
集
客
力
の
一局
い

魅
力
あ
る
商
后
街
づ
く
り
に
努
め
る
こ

と。

。
都
市
計
画
道
銘
に
つ
い
て
は
、
交
通
混

柑
胞
の
緩
和
と
生
活
環
波
の
向
上
を
目
指

し
、
住
民
合
意
を
し
つ
つ
早
期
警
備
に

努
め
る
こ
と
。

O
新
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
事
業

主
体
や
手
法
等
に
つ
い
て
の
方
向
性
を

早
期
に
硲
定
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
強

化
に
努
め
る
こ
と

3

O
歩
道
や
交
通
安
全
施
設
の
箆
備
を
一
一
周

出
陣
進
す
る
と
と
も
に
、
側
溝
の
新
設
改

良
や
ふ
た
か
け
等
を
早
期
に
実
絡
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
。

O
淫
め
立
て
地
区
の
波
状
化
調
査
に
つ
い

て
は
、
適
正
な
デ
ー
タ
の
収
集
に
努
め
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
震
災
対
策
を
早

急
に
講
じ
る
こ
と
。

O
い
じ
め

・
登
校
拒
否
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
教
育
同
制
談
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
学

校

・
家
庭
・
地
畿
の
連
鰐
の
も
と
、
そ

の
解
消
に
一
層
努
め
る
こ
と
。

ml・努2分科会冨蓋鼠集

よりJの点字版と録音版 (テープ)を

発行しています。

配布を治望される方は、ご逮絡く

ださい。

会議鍛の閲覧

本市では、本会議の審議状況など

を記録した会議録を市議会図密室、市

政情報課、市立の図怠館(北部・南

部 ・東部・こてはし・高洲・みやこ}

や、県立中央図Z童館で関覧できます。

本会議の内容を詳しく知りたい方

は、ご利用ください。

なお、第1固定例会の会議録は、次

回の定例会までに作成する予定です。

総

括

平成 8年~~回定例会は 6 月 7 日

に開会する予定です。

本会議l立、原則として公開してい

ますので、どなたでも傍聴できます。

傍穏される方は、本会認の当B‘議

事裳僚 l階で受け付けています。

会議白程は6湾38に決まる予定

です。

傍聴のご案内
質

問

主
な
開民
間
項
目

第
6
次
5
か
年
計
画
に
つ
い
て

行
政
改
革
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

障
害
者
福
他
に
つ
い
て

児
童
館
に
つ
い
て

安
全
な
食
物
に
つ
い
て

泉
地
区
の
上
水
道
問
題
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

都
市
計
画
に
つ
い
て

点字版と島官官版 (テープ)
の配布

自の不自由な方に、市議会の活動

をお知らせするため、「ちぱ市議会だ

町内
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に

も
、
観
戦
す
る
に
も
絶

好
の
季
節
。

表
紙
の
写
真
は
、
こ

れ
ぞ
野
湾
、
マ
リ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
野
球

・
千
葉
ロ

ッ
テ
マ
リ
l
ン
ズ
の
試
合
の
綾
子
で
す
。
昨

年
は
惜
し
く
も
リ
ー
グ
優
勝
は
逃
し
ま
し
た

が
、
今
年
こ
そ
は
悲
願
の
優
勝
を
飾
り
、

観
客
で
満
員
に
な
っ
た
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

で
日
本
シ
リ
ー
ズ
を
ぜ
ひ
見
た
い
も
の
で

す。mm
今
回
は
第
1
固
定
例
会
の
僚
子
を
潟
哉

し
ま
し
た
が
、
今
定
例
会
で
、
平
成
8
年

度
予
努
が
、

5
9
7
7億
円
と
決
定
さ
れ

去
し
た
。

払
た
ち
は
、
こ
の
予
算
が
、
市
民
生
活

の
一
一
胞
の
充
実
に
有
効
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

話
会
活
動
を
通
じ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

患
っ
て
お
り
ま
す
。

「

1
t
E
E」

一F

づ
(

a

冒

F
L
一『

司叫
二
百い

「ち
は
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

問
い
合
せ
先
議
会
事
務
局
調
査
談

合

(
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)
2
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・
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